
内
閣
衆
質
一
五
九
第
一
七
〇
号

平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
島
�
君
提
出
イ
ラ
ク
に
お
け
る
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
受
領

答

弁

第

一

七

〇

号



衆
議
院
議
員
島
�
君
提
出
イ
ラ
ク
に
お
け
る
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
四
に
つ
い
て

イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て
、
人
道
復
興

支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
、
「
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号

又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
政
令
で
定
め
る
国
際
連
合
の
総
会
若
し
く
は
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活

動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
時
点
に
お
い
て

は
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
上
で
、
将
来
的
に
、
同
決
議
に

関
連
し
て
、
「
イ
ラ
ク
の
国
民
に
対
し
て
医
療
そ
の
他
の
人
道
上
の
支
援
を
行
い
若
し
く
は
イ
ラ
ク
の
復
興
を
支
援
す
る
こ

と
」
又
は
「
イ
ラ
ク
の
国
内
に
お
け
る
安
全
及
び
安
定
を
回
復
す
る
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
国
際
連
合
加
盟
国
に
対
し

て
要
請
す
る
国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
（
以
下
「
新
決
議
」
と
い
う
。
）
が
採
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、

一



当
該
新
決
議
に
お
け
る
要
請
の
内
容
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
新
決
議
を
政
令
で
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国

が
、
法
の
規
定
に
従
い
、
当
該
新
決
議
に
基
づ
く
人
道
復
興
支
援
活
動
又
は
安
全
確
保
支
援
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
お
け
る
法
案
の
審
議

の
際
に
も
御
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援

活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五

百
四
十
三
号
）
を
公
布
・
施
行
し
、
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
決
議
と
し
て
、
「
国
際
連
合

安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
五
百
十
一
号
」
を
規
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他
方
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
英
国
の
軍
隊
の
指
揮
下
又
は
い
わ
ゆ
る
多
国
籍
軍
の
統
合
さ
れ
た

司
令
部
の
指
揮
下
に
お
い
て
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
法
の
規
定
に
従
い
、
飽
く
ま
で
も
我
が
国
の
指
揮
下
に
お
い
て
活
動

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
案
を
提
出
し
て
以
来
、
国
会
等
の
場
に
お
い
て
、
累
次
御
答
弁
し
て
き
た
と
お
り

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
イ
ラ
ク
の
主
権
回
復
後
の
自
衛
隊
の
人
道
復
興
支
援
活
動
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
六
年
六
月
十
八
日
閣

二



議
了
解
）
で
お
示
し
し
た
と
お
り
、
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日
以
降
、
自
衛
隊
は
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千

五
百
四
十
六
号
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
多
国
籍
軍
の
中
で
、統
合
さ
れ
た
司
令
部
の
下
に
あ
っ
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

当
該
司
令
部
と
の
間
で
連
絡
・
調
整
を
行
う
も
の
の
、
当
該
司
令
部
の
指
揮
下
に
入
る
わ
け
で
は
な
く
、
引
き
続
き
、
我
が

国
の
主
体
的
な
判
断
の
下
に
、
我
が
国
の
指
揮
に
従
い
、
法
及
び
法
第
四
条
に
規
定
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
国
会
等
の
場
に
お
い
て
、
累
次
御
説
明
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
の
前
提
は
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日
以
降
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
衛
隊
が
同
日
以
降
こ
の
多
国

籍
軍
の
中
で
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
の
関
係
に
お
い
て
、
法
と
は
異
な
る
新
た
な
法
律
案
を
提
出
す
る
必
要
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
平
成
十
六
年
六
月
二
十
三
日
に
は
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）
を
公
布
し
、
法
第
三
条
第
一

項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
決
議
と
し
て
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
「
第
千
五
百
四
十
六
号
」
を
追

加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
同
月
三
十
日
か
ら
施
行
）
。

三
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
の
「
国
会
が
法
案
段
階
で
論
点
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
措
置
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
指
す
も
の
で

あ
る
か
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


